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意見交換

宮崎県地域学校共同活動シンポジウム　4 月27 日 (金 ) 宮崎県教育研修センター

　キャリア教育支援センターの取り組み状況や今後の目標、課題などを
情報交換し意見交換することで、これからの活動に活かす。県研修セン
ター、日向、延岡、小林の支援センター、高鍋町・日南市教育委員会から
合計 17名の参加で検討会が開かれました。
　県の基本方針、30年度の計画についての説明と各支援センターの活
動結果計画の発表の後協議・意見交換が行われました。

県教育研修センター

　ふるさとが好きであっても就労先として選んでいない現状が
ある。これまでのふるさと学習には「産業とくらしの視点があま
りにも少なかった」これからは、「産業」と「くらし」の 2観点を意
図的に加味したキャリア教育の再構築が必要です。そこで、産業
界との連係強化や地域人材のキャリア教育的の視点を加えた活
用が必要になってきます。
　地元で働く事や暮らすことの魅力を語ってもらう「よのなか教
室」の拡充が求められています。
日向市キャリア教育支援センター

　学校では子ども達の未来づくりを「よのなか教室」を中核に据
え、多様な大人に出会い視野を広げる。企業は働くことの意味や
意義を再確認し、地元企業の魅力をＰＲする。「よのなか教室」を
学力向上へと結びつける。
小林キャリア教育支援センター

　「小林近未来ハイスクール」を中学生・高校生・社会人が「自分
の未来像、つきたい職業像」についてワークショップ形式で意見
交換を行った。「よのなか先生」を県外からも招き働く事の意義、
意味を考える機会とした。

　今は小・中・高校の意識の
違いがある。どこで就労して
暮らし、自己実現するのか、
「ふるさと」と向き合う視点で
キャリア教育を実践する意識
の共有化が必要だと思う。
　熱のこもった協議が行われ
ました。

　津屋崎ブランチ　山口 覚　氏　放課後ＮＰＯアフタースクー
ル　織畑 研　氏をゲストに迎えての研修会でした。延岡からは
学校支援本部事業関係者など多数が参加していました。
　支援から協働へ、待ちの姿勢から働きかけへ、新しいプログラ
ムを開発しマンネリから脱却する。そして、単体からネットワー
ク化する事を目標とした研
修会でした。
　グループで考えを出し合

いながら、様々な考えを共有し、共通した目標に向かって心を
一つにする研修のあり方を学ぶことができました。
　講義、講話型の研修の特性を活かしながら、協働することを
目標にした研修を組み立てていきたいと思える研修会でした。
キャリア教育を様々な人との協働によって実践しましょう。



6　　月14日 ( 木 ) 夜 7時社会教育センター
「よのなか教室」交流会のお知らせ

「キャリア教育は人づくり」
　　　　　　岡富中学校　佐保博光 先生
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見て、聞いて、知って、伝えて、誇りに思える延岡を子供たちに

　旭中学校 2年生 70名　理科授業
「よのなか先生」　武田弘子　先生
　友 禅 染、コ ッ ト ン
ロード、JAXA宇宙少
年団でのモデルロケッ
ト打上実験など多岐に
わたる趣味とボラン
ティア活動を通じた活
動を紹介しながら人生
を楽しく有意義に過ごすとはどのようなこと
か熱のこもったお話でした。「天網恢恢疎にし
て漏らさず」を引用し、自分の楽しいこと、嬉
しいこと、健康であることを周りに感謝して
生きています。やる気があれば道は開けます。
今を生きましょう。

「コットンロードと人生論」

　キャリア教育研修を
講義・講話ではなく、
グループで意見を出し
合いながら課題解決す
るワークショップ形式
で行いました。様々な
意見が出て、自分と他
の人の考えに違いに気付き、新しい発見・学
びがありました。

北浦小学校職員研修会　5月 9 日

第９回「よのなか教室」交流会　5月 10 日

西階中学校 2年生 4クラス 135名　家庭科授業
「よのなか先生」　山本由美子　先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　和服の良さを知ってもらう授業として計画
されました。着付けだけでなく、着物の作りや
名称、日本の民族衣装としての意味と価値など
体験を通して幅広く学びました。またたく間に
過ぎた2時間の授業でした。2日目からは義父 
山本昭也 氏の参加もあり、初めて着る男子生
徒にも好評の学びの時間でした。夏前には自由
参加の着付け教室が予定されています。

「浴衣を通して、和服について知ろう」

　「目玉焼きに何をかけて食べますか」…
「しょうゆ、マユネーズ、ケチャップ…」どれも
正解・・

　インパクトのある問
いから始まり、故郷を
誇りに思い、愛する子
ども達を育てる活動の
これまでとこれからを
お話しいただきまし
た。
　コミュニケーション

能力、プレゼンテーション能力、シミュレー
ション能力、ロールプレイング能力、ロジカル
シンキング能力を育てることが大事だと思っ
ている。これらを修学旅行や職場体験学習な
どアウトプットの機会とし総合的な学習の中
で育てたい。「ふるさとを学び、ふるさとを知
り、ふるさとについて考え、ふるさとに貢献で
きる　岡富中卒業生」「キャリア教育は人づく
り、人づくりは町づくり」と思いを語って頂き
ました。

　今回は「？」を「！」にする交流会です。キャ
リア教育を推進しようとは思うが、何をどう
考え、理解し、実行すれば良いのか今ひとつ分
からない。そのような疑問をだし、合い互いに
解決する交流会にします。疑問をもつ事もま
た推進力になります｡「わからんをわかった」
にしましょう。
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